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Ａ スコア Ｂ

ESP

７ｍｃ

29

前 半

30
NED

１３―１６

後 半

１６―１４
第一延長前半

―
第一延長後半

戦況用紙

２０１９年　１２月　１５日　　日曜日 ＃96

（都道府県名）　熊本県 パークドーム熊本

―
第二延長前半

―
第二延長後半

―

戦況

見出し 今大会を象徴した熱戦となった決勝戦、ＮＥＤがＥＳＰを破り、歓喜の初優勝

前半

いよいよ今大会のファイナル、決勝戦がのスローオフで始まった。注目の先制点はＥＳ
ＰのＮＯ４４のポストシュート。高さと力強い攻撃のＮＥＤに対して、スピード豊かで
多彩な攻撃力を誇るＥＳＰとの対戦は、どちらが勝っても初優勝となる注目の一戦でも
ある。立ち上がりはＥＳＰの速攻がさえ、ＮＯ８６が立て続けに得点し、３対１と主導
権を握った。その後もＮＯ９９のロングシュートと速攻などで得点を重ね、その差３点
とリードを広げた。ＮＥＤはＥＳＰの堅い守りになかなか得点できない場面もあった
が、ＮＯ２６のサイドシュートやＮＯ８のロングシュートで食い下がった。１０分を過
ぎると、ＮＥＤはＮＯ７９のパス回しがさえ、自らも中央からロングシュートを連続で
決め、点差を縮める一方、ディフェンスでもＮＯ３３のＧＫを中心として守り切り、９
対９と同点とした。その後は一進一退の攻防が続いたが、終盤２６分にＮＥＤはＮＯ１
０のポストシュートで初めてリードした。さらにＮＥＤは攻撃の手を緩めず、前半を１
６対１３でリードして終えた。

後半

後半はＮＥＤのスローオフで始まったが、ＥＳＰはＮＯ８６の素早い動きでカットイン
から得点し、パス回しではサイドへのアシストなどで多彩な攻撃を見せた。これに対し
てＮＥＤはＮＯ７９のカットインやポストへのパスで得点を演出して徐々に点差を広げ
ていった。ＮＥＤはＮＯ１０のロングシュートが決まった時は最大５点差がついた。し
かし、ここからＥＳＰはサイド攻撃から突破口を開き、ＮＯ２とＮＯ３０のサイド
シュートが連続で決まり、さらにはＮＥＤが全員攻撃で無人のゴールへＥＳＰのＮＯ３
４が流し込んだり、ＮＯ８６が確実に７mスローで得点し、残り１０分で２点差まで詰
め寄った。そしてその後は息をのむ攻防が続き、残り１分で２９対２９の同点。最後に
決着をつけたのは、ＮＥＤのＮＯ８の７mスロー．ゴールネットを揺るがし、接戦にピ
リオドを打った。勝ったＮＥＤは初優勝を飾った。両チームとも一歩も引けを取らない
決勝戦らしい好ゲームとなった。

戦況作成者 河　野　彰　寛

Spain（スペイン）
―

Netherlands（オランダ）
―


